
災害ＡＤＲ（２０２４年８月２６日掲載）

災害時も話し合いで解決へ

【質問】

　大型台風による暴風雨のために、近くの川があふれて洪水になり、自宅の駐車場

に止めてあった私の車が流されて隣家の壁にぶつかり、壁を壊してしまいました。

今後の付き合いもありますので、隣人と話し合いで解決することはできないでしょ

うか。

【回答】

　例えば、令和５年６月の台風２号による豪雨災害のような場合、あなたの車が川

の氾濫によって流されたことは、予想外の天災（不可抗力）によるものといえます

ので、一般的には隣家の壁の損壊について、あなたが責任を問われることはないと

考えられます。

　もっとも、あなたに法律上の賠償責任はないとしても、古くからの隣人とのお付

き合いもあるし、「壁の修理代は『一切お支払いできません』と答えるのも申し訳

ない」というお気持ちになるかもしれません。

　そのような場合、「災害ＡＤＲ」という制度を使うことができます。「ＡＤＲ」

というのは、耳慣れない言葉かもしれませんが、「裁判で白黒を付けるのではなく、

話し合いで解決することを目指す手続き」のことをいいます。

　先にも触れました令和５年６月の豪雨災害の際、和歌山弁護士会では「災害ＡＤ

Ｒ」を利用することができるようにしました。

　「災害ＡＤＲ」を利用していただく場合、まず弁護士会に申し立てていただく必

要がありますが、その際に費用はかかりません（通常のＡＤＲでは、申し立て手数

料として１万１千円がかかります）。話し合いでトラブルが解決した場合、弁護士

会に成立手数料を納めていただく必要がありますが、これも通常のＡＤＲに比べて

低い金額とさせていただいております。

　まずは和歌山弁護士会（０７３－４２２－４５８０）にお問い合わせいただくこ

とをお勧めいたします。

（弁護士　九鬼周平）


